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医
療
機
関
・
患
者
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

こ
と
で
、
資
格
不
備
の
返
戻
が
減
っ
て
保

険
者
と
医
療
者
双
方
に
と
っ
て
有
意
義
だ

と
説
明
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
進
め
方

が
あ
ま
り
に
も
強
引
か
つ
拙
速
で
あ
る
と

も
追
加
し
た
。

さ
ら
に
診
療
情
報
を
電
子
化
す
る
た
め

に
２
０
３
０
年
ま
で
に
す
べ
て
の
医
療
機

関
に
カ
ル
テ
の
電
子
化
を
義
務
化
す
る
と

の
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
問
題
が

大
き
い
。
す
で
に
あ
る
紙
カ
ル
テ
情
報
の

電
子
化
の
手
間
、
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
へ
の

問
題
な
ど
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。
費

用
負
担
も
大
き
い
。

西
宮
市
医
師
会
理
事
で
Ｉ
Ｔ
関
係
を
担

当
さ
れ
て
い
る
高
井
徹
先
生
は
、
と
り
あ

え
ず
オ
ン
資
導
入
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
か
ら
始
め
て
ほ
し
い
と
説
明
し

た
。
Ｉ
Ｔ
に
不
慣
れ
な
橋
野
盛
彦
先
生
は
、

電
子
カ
ル
テ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
キ
ー

ボ
ー
ド
が
苦
手
な
の
で
、
音
声
入
力
で
き

な
い
か
と
質
問
し
た
。
酒
井
さ
ん
は
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム

は
電
子
カ
ル
テ
入
力
の
強
力
な
助
っ
人
に

な
る
と
説
明
し
た
。

い
ま
も
紙
レ
セ
プ
ト
、
紙
カ
ル
テ
で
診

療
を
続
け
ら
れ
て
い
る
法
西
浩
先
生
は
、

つ
い
て
い
け
な
い
と
嘆
い
て
い
た
。
好
む

と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
時
代
の

電
子
化
の
波
は
止
ま
ら
な
い
が
、
メ
リ
ッ

ト
あ
る
も
の
か
ら
導
入
し
て
い
く
の
が
正

し
い
だ
ろ
う
。

【
西
宮
市･

半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

芦西
屋宮

第
１
回

医
療
活
動
つ
づ
け
た
い
勉
強
会

６
月
21
日
（
土
）
、
西
宮
市
民
会
館
に
て

第
１
回
医
療
活
動
つ
づ
け
た
い
勉
強
会
を
開

催
。
ベ
ン
ダ
ー
の
一
つ
で
あ
る
株
式
会
社
ジ
ェ

イ
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
代
表
取
締
役
の
酒
井
陽
一

郎
氏
が
「
ベ
ン
ダ
ー
と
取
り
組
む
正
し
い
医

療
Ｄ
Ｘ
と
の
向
き
合
い
方
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
い
、
12
人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
西

宮
市
・
高
井
小
児
科
の
高
井
徹
先
生
が
「
当

院
に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
対
応

～
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ

に
報
告
、
西
宮
市
・
橋
野
医
院
の
橋
野
盛
彦

先
生
が
「
電
子
カ
ル
テ
」
義
務
化
や
今
後
の

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
不
安
に
つ
い
て
発
言
し
、

参
加
者
で
疑
問
点
や
今
後
の
取
り
組
み
で
不

安
に
思
う
こ
と
な
ど
を
交
流
し
た
。

司
会
を
務
め
た
西
宮
市
・
半
田
医
院
の
半

田
伸
夫
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

政
府
は
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い

る
。
今
回
西
宮･

芦
屋
支
部
で
会
員
に
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
強
引
な
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
い
け
ず
、
閉
院
を
考
え
て
い
る
と
の
回
答

が
３
割
を
こ
え
て
い
た
（
裏
面
に
詳
細
）
。

そ
こ
で
、
大
阪
協
会
で
開
催
さ
れ
た
、
医
療

Ｄ
Ｘ
な
ど
診
療
と
直
接
関
わ
り
が
な
い
が
、

今
後
医
療
機
関
が
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
へ

の
対
応
を
考
え
る
「
や
め
て
た
ま
る
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
講
演
が
好
評
だ
っ
た
株
式

会
社
ジ
ェ
イ
・
メ
デ
ィ
ッ
ク
代
表
の
酒
井
陽

一
郎
氏
を
お
呼
び
し
て
、
医
療
Ｄ
Ｘ
と
は
何

か
、
医
療
者
側
の
利
点
は
何
か
、
政
府
の
進

め
る
Ｄ
Ｘ
の
問
題
点
は
何
か
を
聞
い
た
。

そ
の
主
目
的
は
、
医
療
情
報
の
共
有
と
活

用
で
あ
る
。
医
療
情
報
の
中
で
、
ま
ず
オ
ン

ラ
イ
ン
レ
セ
プ
ト
送
信
が
始
ま
っ
た
。
つ
ぎ

に
健
康
保
険
資
格
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確

認
（
オ
ン
資
）
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
は
医
療
機
関
に
と
っ
て
業
務
効
率
が
上

が
り
、
利
点
が
大
き
い
。
こ
れ
を
利
用
す
る

ベ
ン
ダ
ー
と
取
り
組
む
正
し
い
医
療
Ｄ
Ｘ
と
の
向
き
合
い
方
（
感
想
文
）

酒井陽一郎さんが国の目指す
医療ＤＸについて解説した

高井徹先生は「メリットを
感じられるものから対応す
るのが良い」と説明

橋野盛彦先生は電子カルテ
義務化への不安を語った

世
話
人
会
だ
よ
り

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
27
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参
加

し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
保
険
証
廃
止･

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

・
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
被
災
地
交
流
／
物
産･

物
品
展
（
６
・
28
）

②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

（
８
・
23
）

③
支
部
総
会
・
記
念
講
演
（
10
・
18
）

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
医
療
活
動
つ
づ
け
た
い
勉
強
会
（
６
・
21
）

【
Ⅲ
．
そ
の
他
】

①
「
阪
神･

淡
路
大
震
災
30
年
の
集
い
」

書
籍
刊
行
に
つ
い
て

【
Ⅳ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
57
回
総
会
（
６
・
15
）

②
国
際
部

Medical
English

拡
大
版
（
７･
21
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
７
月
25
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

西宮･芦屋支部 リスクマネジメント研究会

1415名の医師・歯科医師による

オンライン資格確認義務化の違法性「確認訴訟」とは

日 時 2025年 8月23日(土)16時～

会 場 兵庫県保険医協会５階会議室

講 師 いつき会ハートクリニック 佐藤 一樹 先生

（「オン資訴訟」事務局長、東京保険医協会理事）

司 会 西宮市 半田医院院長 半田 伸夫 先生

来場申込・お問い合わせは協会事務局(078－393－1840)
伊地知・山田まで

Zoom視聴は以下のURLか右の二次元コードから

お申し込み可能です

https://bit.ly/43OltC8
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西
宮･

芦
屋
支
部
は
６
月
28
日
、
西
宮
市･

広

川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
林
医
院
に
て
第
17
回

「
被
災
地
交
流
／
物
産
・
物
品
展
」
を
開
催
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
宮
古

市
の
「
か
け
あ
し
の
会
」
の
物
産
品
に
加
え
、

昨
年
１
月
に
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
能
登
半
島
か

ら
届
け
ら
れ
た
漁
網
を
編
ん
で
作
っ
た
ミ
ニ
シ
ョ

ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
避
難
し
て
い

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市
民
の
作
品
の
展
示
・
販

売
な
ど
も
行
い
、
両
会
場
と
も
多
く
の
市
民
で

賑
い
を
見
せ
た
。

第
17
回

被
災
地
交
流
／
物
産･

物
品
展

東
北
・
能
登
の
被
災
者
と
心
ひ
と
つ
に

岩手県宮古市の「かけあしの会」が南部せんべい
や出し昆布など東北の名産品を販売（林医院）

ウクライナ出身アーティストの作品、能登町の魚
網バッグの販売のほか、協会・支部の取り組みの
展示も行われた（広川内科クリニック）

漁
網
の
ミ
ニ
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
は
奥
能
登

に
位
置
す
る
能
登
町
の
住
民
の
方
々
が
、
使
わ

な
く
な
っ
た
漁
網
を
手
作
業
で
編
ん
で
作
っ
た

も
の
で
、
石
川
県
七
尾
市
・
ね
が
み
み
ら
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
根
上
昌
子
先
生
を
通
じ
て
提
供
を

受
け
た
。
水
に
も
強
く
頑
丈
で
あ
る
と
好
評
で
、

両
会
場
い
ず
れ
で
も
即
日
売
り
切
れ
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市
民
の
作
品
は
、

多
く
の
被
災
市
民
が
避
難
し
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
丸
山
美
和
さ
ん
か

ら
提
供
を
受
け
た
。

広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
蒸
し
牡
蠣
の
実

演
販
売
や
、
協
会
・
支
部
の
被
災
地
訪
問
の
記

録
な
ど
の
展
示
も
行
わ
れ
た
。

前
回
に
引
き
続
き
会
場
提
供
い
た
だ
い
た
林

医
院
の
林
功
先
生
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

「
東
日
本
大
震
災
・
能
登
半
島
地
震

第
17
回

被

災
地
交
流
/
物
産
・
物
品
展
」
に
は
、
多
数
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

広
川
先
生
ご
指
導
の
も
と
西
宮
市
内
の
２
会
場

で
同
時
開
催
し
、
「
か
け
あ
し
の
会
」
に
よ
る
岩
手

県
宮
古
市
の
物
産
・
物
品
販
売
や
、
能
登
半
島
の

物
産
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
ご
支
援
に
よ
り
、
被
災

地
の
復
興
支
援
に
繋
が
る
有
意
義
な
交
流
の
場
を

提
供
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
も
継
続
的
な
支
援
活
動
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
西
宮
市
・
林
医
院

林

功
】

西宮･芦屋支部は「医療活動つづけたい勉強会」開催にあたり、「医療ＤＸ」への対応状
況などを尋ねるアンケートを行った。結果を報道する。

問１ 先生の年齢は以下のどの区分に該当しますか

30代 0件(0.0%)

40代 2件(6.5%)

50代 9件(29.0%)

60代 10件(32.3%)

70代 6件(19.4%)

80代以上 4件(12.9%)

問２ 最近「閉院しようか」と考えたことは

ある 10件(32.3%)

ない 21件(67.7%)

問3 「『ある』と回答された先生にお聞きします。その理由と考えられる事項を記載ください

問4 全ての先生にお聞きします。最近の診療等で“やってられない”と感じる事項にチェックください

・パソコンの買い換え、ソフトの買い足しなどで費用かかりすぎ、支払いができない
・2030年に電子カルテに移行するようになるため
・電子カルテ義務化への拒否感。最近の厚労省の強引なやり方（マイナ保険証、診療報酬の抑制、医師に
対するネガティブな世論形成など）にうんざり
・患者さんへの対応よりも厚生局への対応が煩雑至極。役人共のために作業を強要されている感じ。
・人手不足と収入減
・在宅患者の集客不足。せっかく努力して在宅患者に対して特別な配慮をしても、緊急の入院や家族の事
情での中断、在宅担当医が変わるなどもあり診療報酬は数年前の約半分近くまで落ちている。

「医療活動つづけたい勉強会」事前アンケート(結果)

期間 2025年5月10日～2025年6月1日

対象 支部会員809人(医科566人、歯科243人) 返送31件(うちweb回答14件)

内訳：内科・小児科系 21件(67.7%)、外科 3件(9.7%)、整形外科 1件(3.2%)、精神科・心療内科 1件(3.2%)

皮膚科 3件(9.7%)、麻酔科ペインクリニック 1件(3.2%)、歯科 1件(3.2%)

『阪神・淡路大震災30年、南海トラフ
巨大震災に備える 東日本・熊本・能登半島

－大地震を経て』発刊のお知らせ

1
月
18
日
に
開
催
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
30

年
の
集
い
」
の
内
容
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
震

災
の
様
々
な
知
恵
と
教
訓
を
ま
と
め
た
書
籍
で
す
。

支
部
会
員
の
先
生
に
１
冊
謹
呈
致
し
ま
す
。
自
費

出
版
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
口
２
０
０
０
円
の
募

金
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
.発行 クリエイツかもがわ

2,400円＋税（送料込）


